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研究成果の概要（和文）：研究代表者は日本･東アジア･米国の東アジア比較文学研究者16名の連携研究者・研究
協力者の協力を得て、平成25年度以来、A.20世紀前半国民国家萌芽期研究班。B.20世紀後半国民国家形成期研究
班。C.21世紀東アジアポストモダン期研究班のABC三研究班を組織し、三年にわたりABC順に国際WSを東京大学、
北九州市立松本清張記念館、台湾大学台湾文学研究所において開催した後、最終年度には東大で総合的国際シン
ポを主催した。この研究により、日本・韓国・中国大陸・香港・台湾・シンガポールの東アジア共通の文学史に
関する大きな成果を上げた。

研究成果の概要（英文）：Since 2013, the Principal Investigator and his 16 Associate Investigators 
from Japan, East Asia, and USA majoring in Modern East Asian Literature formed the 3 groups as 
follows: Group A: germinating period of Nation States in the first half of the twentieth century. 
Group B: the formative period of Nation States in the second half of the twentieth century. Group C:
 The post-modern period of East Asia in the twenty-first century. Group A held an international 
workshop at Tokyo University in 2013, and Group B held one at Taiwan University in 2014, and Group C
 held one also at Matsumoto Seicho Memorial Museum in Kita-kyushu city in 2015. In the last academic
 year of our International Joint Research, all of us gathered at Tokyo University to hold an 
international symposium. This 4 years' Joint Research brought us a huge result on the study of 
common History of Literature in modern period of Japan, Korea, Mainland China, Hong Kong, Taiwan, 
Singapore.  

研究分野： 現代東アジア文学史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

(1) 東アジア共通の近現代文学体験：     

英仏など西欧諸国では、17 世紀に産業社会

化と市場の成熟が国語と出版業を出現させ、

口語文学が国民市場を成立させ、19 世紀に

“想像の共同体”としての国民国家が誕生し

た。だが後発の東アジアにとって 20 世紀は国

民国家の時代、ポストモダンの 21 世紀は東ア

ジア共同体の時代といえよう。中国で国民国

家形成における「国語の文学」の重要性を喝

破したのは胡適（こてき、1891-1962）であり、

彼は口語文学が国語を創出し、国語による正

統的文学こそが標準的国語を産み出すと力説

した（1918「建設的文学革命論」）。そして

東アジアの作家たちは「文学の国語」を求め

て、東アジアの文化都市を巡礼するのであっ

た。 

 たとえば 19 世紀末年の 1900 年、ロンドン

留学途上に上海香港に寄港した夏目漱石

（1867～1916）は「文学の国語」前夜の中国

を一瞥し、03 年帰国後には「亡国」ならぬ「防

国」の文学者を志し日本の「国語の文学」を

成熟へと導いた。02 年日本に留学した魯迅は

漱石の職業作家への変身に憧れ、06 年医学を

棄てて文学運動を開始し、12 年後に文学革命

を実現した。彼は 20 年代に森鷗外・芥川龍之

介らの影響も受けるが、30 年代以後は東アジ

ア文学に影響を与えた。日本では太宰治

（1909-48）、大江健三郎（1935-）、村上春

樹（1949-）らが魯迅の強い影響を受け、松本

清張（1909-92）は魯迅に激しく反発して私小

説作家から推理小説家へと変身し、東アジア

推理小説の元祖となった。朝鮮の金史良（キ

ム・サリャン、1914 - 1950）は民族アイデン

ティティの苦悩を描いた小説で 39 年に芥川

賞候補となったが、彼にも魯迅の影響が指摘

されている。このような日・中・韓を中心と

する東アジア文学の潮流は 20 世紀後半以後

も続き、21 世紀ポストモダン期には更にダイ

ナミックに展開している。しかし現代東アジ

ア文学史の研究は、ほとんど行われていなか

った。 

(2) 現代東アジア文学に関する研究代表者に

よる研究： 

1999 年研究代表者（以下「代表者」と略す）

が東京大学において開催した国際シンポ「東

アジアにおける魯迅の受容」は、世界初の東

アジアと魯迅をめぐる比較研究で、韓国･台

湾･香港･シンガポール･オーストラリアから

20 名の研究者と日本滞在中の中国人研究者 5

名を招聘して魯迅受容を比較研究した。同シ

ンポをきっかけに東亜現代中国文学国際学会

が発足し、ほぼ毎年東アジア各地で大会を開

いて昨年までに 11 回を数えている。また代表

者は 1980 年代以来、魯迅と漱石、鷗外、芥川、

太宰、大江、清張ら日本作家との影響関係の

研究を積み重ね、その成果を論文集『魯迅と

日本文学』(東京大学出版会 2015)などで公開

している。 

 そのいっぽうで代表者は東アジアと村上と

の相互影響関係に関し、2005-2008 年度には

科研費助成等を得て、東大で国際ワークショ

ップ（以下 WS と略す）を 2007 年に、国際シ

ンポを 2006 年（国際交流基金共催）と 2008

年（東大文学部主催）に開催し、東アジア各

地とアメリカの村上春樹研究者を招聘した。

その成果は代表者の著書『村上春樹のなかの

中国』(朝日新聞社 2007)、共編著『世界は村

上春樹をどう読むか』(柴田元幸､沼野充義､

四方田犬彦と共編、文藝春秋 2006)、代表者

編の論文集『東アジアが読む村上春樹』(若草

書房 2009)として公開されている。さらに

2009-2012 年度に科研費助成を受けて国際共

同研究「東アジアにおける魯迅阿Ｑ像の系譜」

を主催した。2011 年度には松本清張記念館と

協力して北九州市で国際シンポ「東アジアに

おける松本清張」を開催した。 

 また代表者は台湾大学台湾文学研究所との

合同 WS（2006、2007、2012）、南京大学現

代中国文学研究中心との合同 WS（2010、



2011、2012）、米国・コロラド大学アジア言

語文化学部での集中講義（2009）など外国の

有力研究機関との共同研究体制を強化してき

た。 

 

２． 研究の目的 

魯迅が高く評価したデンマーク人の文学史

家ブランデス（1842-1927）著『19 世紀文学

主潮』（1890）とは、19 世紀に国民国家体制

を確立した仏英独の文学を中心とする欧州文

学史であり、その刊行から約 100 年後に EC

が成立した。東アジアは一世紀遅れで欧州国

民国家形成を追っており、本研究は 10 数年来

の国際共同研究を基礎として、日本・中国・

韓国において文学が国語・国民国家形成に対

して担った重責から、現代における東アジア

人アイデンティティ形成に対する作用までの

解明を目的とした。 

 

３． 研究の方法 

(1) 概要 

代表者は日本･東アジア･アメリカ各地の現

代日本･中国･韓国・台湾・香港比較文学研究

者 15 名に連携研究者（以下「連携者」と略

す）・研究協力者（以下「協力者」と略す）

となることを依頼し、以下の ABC 三つの研

究班を組織した。 

A.20 世紀前半国民国家萌芽期研究班（以下

「A.20 世紀前半研究班」と略す） 

B.20 世紀後半国民国家形成期研究班（以下

「B.20 世紀後半研究班」と略す） 

C.21 世紀東アジアポストモダン期研究班（以

下「C.21 世紀期研究班」と略す） 

各班は代表者または連携者を班長とし、その

調整の下で E メールにより資料や研究成果、

相互批評を交換し、平成 25 年度から 27 年度

にかけて毎年一班が東京大学（以下「東大」

と略す）、台湾大学（以下「台大」と略す）、

北九州市立松本清張記念館の順で WS・シン

ポジウムを開催し、各班員は報告論文を提出

して研究の中間報告を行い、全班員で討論を

行った｡ 

代表者は平成 28 年度に連携者・協力者全員

を東大に招聘して、公開シンポ「現代東アジ

ア文学史の国際共同研究」を開催し、各人に

よる報告と討論を行い、日本の各分野の研究

者や市民からのご指教を仰いだ。成果の一部

は日本及び東アジア・北米各地の文芸誌学会

誌にエッセー･論文として発表して、東アジ

ア・北米の読者のご指教を仰いだいっぽうで、

総合的成果として論文集（中国語）を南京師

範大学出版社より刊行の予定である。 

(2) 各年度の研究の方法 

① 平成 25 年度：代表者は連携者・協力者と

共に A.20 世紀前半、B.20 世紀後半、C.21

世紀期の三研究班を組織し、A 研究班 WS

を東大文学部で開催し、各 A 班員は報告

論文を事前に提出し WS で報告して検討

しあい、代表者がその成果を他の二班の

班員に報告した。ABC 各班の研究テーマ

と構成メンバーは以下の通りである。 

A.20 世紀前半研究班：20 世紀前半国民

国家萌芽期における夏目漱石、森鴎外、

芥川龍之介らと他地域の文学制度形成と

の影響関係を担当。東アジアの国民国家

萌芽期において、日本の先進的文学者の

作品が東アジアの後輩作家に与えた影響

を、成長する出版資本主義と都市大衆文

化、左翼思想運動との関わりというマク

ロ的視点から、具体的作品・事件を取り

上げて比較研究する。  

A.20 世紀前半研究班は以下の代表者と協

力者から構成され、氏名前の＊が班長で

ある（以下同）。氏名、国籍、所属、職、

役割、専攻の順で列挙する。 

＊藤井省三、日本、東大、教授、研究代

表者、現代日中比較文学 

星野幸代、日本、名古屋大学、教授、連

携研究者、現代日中比較文学 

島村輝、日本、フェリス女学院大、教授、



研究協力者、現代日本文学 

丁帆、中国、南京大学、教授、研究協力

者、現代中国文学 

王彬彬、中国、南京大学、教授、研究協

力者、現代中国文学 

呉俊、中国、南京大学、教授、研究協力

者、現代中国文学 

林敏潔、中国、南京師範大学、教授、研

究協力者、現代日中比較文学 

金良守、韓国、東国大学、教授、研究協

力者、現代中韓比較文学 

南富鎮、韓国、静岡大学、教授、研究協

力者、現代日韓比較文学 

Kleeman, Faye、米国、コロラド大学、副

教授、研究協力者、現代日台比較文学 

B.20 世紀後半研究班：20 世紀後半国民国

家形成期における魯迅と林芙美子、太宰

治、大江健三郎、松本清張、村上春樹、

莫言、黄晳暎との影響関係、および巴金・

張愛玲と白先勇、李昂、李碧華、也斯と

の影響関係を担当。東アジアの国民国家

形成期において、魯迅が日本の戦後文学

者の作品に与えた影響を、東アジアにお

ける民主主義文化および社会主義文化の

交流・対立という文化史・思想史の視点

および左翼文学・モダニズム文学運動の

視点から検証する。出版資本主義と都市

大衆文化、左翼思想運動との関わりとい

うマクロ的視点から、具体的作品・事件

を取り上げて比較研究する。 

B.20 世紀後半研究班は以下の代表者と協

力者から構成される。 

藤井省三。＊星野幸代。島村輝。 

柳原暁子、日本、松本清張記念館、専門

学芸員、研究協力者、現代日本文学 

丁帆。呉俊。林敏潔。 

王成、清華大学、教授、研究協力者、現

代日中比較文学 

金良守。南富鎮。 

張文薫、台湾、台大、副教授、研究協力

者、現代日台比較文学 

陳国偉、中興大学、助理教授、研究協力

者、現代日台比較文学 

関詩珮、香港、南洋理工大学、副教授、

研究協力者、現代日中比較文学 

C.21 世紀期研究班：21 世紀期東アジアポ

ストモダン期における村上春樹、莫言、

黄晳暎、白先勇、李昂、李碧華、也斯、

董啓章らの受容と変容に関する研究を担

当。近代社会が工業生産を主とする社会

であるのに対し、ポストモダン社会は情

報産業が成長した社会であり、東アジア

ではおおよそ 1980 年前後に日本が、90

年前後に韓国・台湾・香港が、2000 年前

後に中国がポストモダンを迎え、東アジ

ア共通文化が広まったといえよう。これ

にともない文学の役割は、従来の国民国

家想像から、ポストモダン的東アジア共

同体の想像へと変容しつつあるともいえ

よう。 

C.21 世紀期研究班は以下の研究代表者、

連携研究者と研究協力者から構成され

る。 

藤井省三。＊星野幸代。島村輝。 

金良守。南富鎮。張文薫。 

張明敏、台湾、健行科技大学、准教授、

現代日台比較文学 

陳国偉。関詩珮。Kleeman, Faye。 

② 平成 26 年度：A.20 世紀前半、B.20 世紀

後半、C.21 世紀の三研究班は、前年度に

引き続き各担当分野の研究を進め、E メ

ール等により相互に研究成果を報告し、

資料を交換した。代表者は台大台湾文学

研究所と共催で台北において 9 月 27-29

日に、B.20 世紀後半研究班ワークショッ

プを開催した。 

③ 平成 27 年度：研究代表者は、日本･東ア

ジア･米国の現代東アジア比較文学研究

者 16 名の連携研究者・研究協力者の協力

を得て、平成 25 年度以来の以下の ABC



三つの研究班を維持した。A.20 世紀前半

国民国家萌芽期研究班。B.20 世紀後半国

民国家形成期研究班。C.21 世紀東アジア

ポストモダン期研究班。また 8 月 22-24

日に北九州市立松本清張記念館におい

て、C 班による二日間の国際シンポおよ

び一日の WS を開催した。 

④ 平成 28 年度：研究代表者は世界各国 16

名の連携研究者・研究協力者の協力を得

て、7 月 29-31 日に東大山上会館におい

て、ABC 三班合同による二日間の国際シ

ンポおよび一日の文化調査を主宰し、25

年度以来の三研究班の研究成果を纏め

た。 

 

４．研究成果 

本研究では、東アジアにおける国民国家

萌芽期、同形成期、ポストモダン期という

文学史的時代区分に基づき、東アジア＋ア

メリカという複眼的視点により各地の代

表的作家の重層的な影響関係を解明した

上で、現代東アジア文学史の構築を試みた。

また研究代表者がこれまで親密に研究交

流を行ってきた南京師範大学、台湾大学、

北九州市立松本清張記念館と叡智と資金

とを出し合って国際 WS・シンポジウムを

実施し、論文集刊行を準備した。これによ

り、日本・中国語圏・韓国など東アジア諸

地域の文学が、20 世紀初頭から現代まで相

互越境を拡大深化し続けてきた点が明解

に実証され、現代東アジア文学史の構想を

より現実化することが可能となった。 
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